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1は じ め に

近年,全国的に活動が盛んな農産物直売所 (以 下

直売所と略す)は,地元の新鮮な農産物を消費者に

届ける市場外流通チャネルとして,一定の役割を担

うに至っている。しかし,直売所における販売は消費

ニーズを踏まえたマーケティング方策に基づいてい

ないことが多く,販売機会を逃す場面も少なくない。

そこで本研究において, POSシ ステム (バーコー

ドによる販売時点情報管理システム)を導入してい

る直売所において, POSに よって収集された販売

データから「同時購買」される品目を抽出するシス

テムを開発した。これによって,データマイニングが

可能になり消費者の特異な購買行動を見つけ出すこ

とができるようになったので報告する。

2 シ ス テ ム の 概要
(1)システム

マーケット・バスケット分析システムは表計算ソ

フト,エクセルのアドインソフトとして開発した。

図1 システムのダイアログ

このシステムを稼働させるためには,図 1の ように

予め各商品をコード化したベースファイルとなる①

商品コードシートと,蓄積したPOSデータをエク
セルファイルに変換した②POSデータシートが必

要となる。

(2)商 品コー ドシー トとデータシート

商品コー ドシー トは.出荷が想定される商品ごとに

予めコー ドをアルファベットと数字の組み合わせで

作成しておき。エクセルファイルで作成する。商品コ

ー ドを作る時,出荷量が少ないものや,たまにしか

出荷されないものを「その他」や「その他野菜」等

にする場合が多い。しかし,分析の際はそのデータを

オートフィルタで除外しておかないと分析結果のほ

とんどに「その他」や「その他野菜」が含まれてし

まうので,こ の点に注意する必要がある。

POSデ ータシー トは POSに よって蓄積 した店

舗 No・ 時間・ レジ担当者・出荷者・品日・品種等

のCSVデ ータをエクセルのデータに変換してファ

イル化しておく。

(3)分析結果の表示

図 1のように,分析に用いる商品コー ドシー トと

POSデ ータシー ト,分析するデータの日付を指定
した後で,上位何位まで (10位 まで可能)表示さ

せるか「上位サポー ト係数」で指定してやる。以上の

操作を終えたら,OKを クリックすると計算が始ま

る。データの大小にもよるがおおむね数秒間で結果が

出る。分析結果は「サポー ト係数」 (Aと Bのサポー

ト係数=Aと Bが入つているカゴの数/カ ゴの総
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図2 分析結果画面
数),「確信度」 (A→ Bの確信度=Aと Bが入って

いるカゴの数/Aが入っているカゴの数)と いう指標

で具体的に示される。
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同分析システムは任意の品目を指定して,その品

目と同時購買される頻度の高い品目の検索も可能で

ある。

3 大阪府T直売所のPOSデ ータ分析の結果
表 1に大阪府 T直売所の平成 17年 4月 から10
月までのPOSデ ータを分析したサポー ト係数上位
5つの品目と確信度を示す。各月の上位品目には,旬

の物が並び季節色が強く,直売所の性格がよく表れ

ている。注目すべきは, 7月 , 8月 , 9月 の馬場なす
。オクラの確信度 2→ 1(オ クラを購入した人が馬
場なすも購入する確率)が 7月 512%,8月 431%,
9月 42.2%と 非常に高いことである。6月 , 10月 の

上位ランクにある小菊・びしゃこは双方ともに仏事

に利用されるため,抱き合わせで購買されることが

多く。確信度 2→ 1(び しゃこを購入した人が小菊も
購入する確率)が ,602%,615%と 極めて高いこ
とは容易に理解できる。この数値から見ても,馬場な

す・オクラの確信度 2→ 1が高い値であることが分

かる。聞き取り調査の結果から,オクラ

と馬場なすを材料とする地域特有の料理があるわけ

でもなく,オ クラと馬場なすが同時購買される理由

は不明である。しかし,その確信度の大きさから,こ
の地域の消費者に特有の消費者行動と考えられるこ

とから,オ クラと馬場なすの同時生産・出荷や棚割

の併設することあどが有効なマーケティング方策に

なり得ると考えられる。

4 ま と め
以上の結果から、オクラと馬場なすの同時生産・

出荷や棚割の併設等が有効なマーケティング方策と

考えられる。同時購買される要因 (シナリオ)は、

別途同時購買した利用者にインタビューするなどし

て明確にしておく必要がある。

表1大阪府貝塚市の直売所のサポート係数上位5品 目
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※びしやこ:最も一般的に仏事に用いられ得る葉物。
馬場なすは水ナスの1種で、水ナスよりも柔らかく美味しいことで有名。
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